
保護者・地域の皆様、明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで新年をお迎えのこ

とと存じます。新しい年、平成２６年が始まりました。「一年の計は元旦にあり」と申します。

元旦には、夢や目標をもち、決意を新たにされた方も多いかと思います。元旦に水平線から昇

る初日の出を見たことがあるでしょうか。水平線から太陽がのぼり始めると、一筋の光の線が

海面上に引かれ、まるで目標に向かって一直線に進みなさいと言っているようで、大きなエネ

ルギーと勇気をいただけます。今年一年がよい年になりますようにお祈り申し上げます。

さて、２６年３学期に大切にしたいことは、子ども達一

人ひとりの成長です。個々の学力を伸ばすことは当然です

が「希望」と「目標」を持ち、一人ひとり今まで以上

に友達のことを考え、いたわり、自らがやる気になり学校

生活を送れるように取り組むことが何よりも大切だと思っ

ています。そのためには、教師の授業力向上、子ども達の

規範意識を向上させるために道徳教育の充実を図ることで

す。３学期も上記の教育目標に向けて取り組んで行きますのでよろしくお願いします。

平 成 ２ ６ 年 １ 月 ７ 日

尼崎市立浦風小学校

TEL 06-6488-0328
校長 稲葉 敬子

スマイルハッピー！浦風っ子！

いよいよ３学期がスタートしました。２学期

の終業式に「人の役に立つことをしよう」とい

う話をしました。子ども達は大掃除などの年末

の行事に進んで取り組んでいたでしょうか。浦

風小学校のいいところとして、「黙々と掃除がで

きる」ことがよく言われます。寒い季節になり、

冷たい水に手をつっこんで雑巾をしぼり、黙々

と床を拭いている子ども達をよく見かけます。

掃除は「がまん玉」「見つけ玉」「親切玉」を育

てます。自分を磨くための掃除を心がけると、

どんどん上達します。さて、３学期はどこまで

この「玉」を磨くことができるでしょうか。み

んなで学校も家も自分もピカピカにしていきま

しょう。

書き初め展＆オープンスクール
１６日（木）～１７日（金）

各学年で、書き初めに挑戦します。自分

の思いを力強く、鉛筆や筆に託して、の

びのび書きたいと思います。作品は各学

年の教室の前に掲示します。

マラソン大会 12/4（火）小田南公園にて

1 日(水) 元日

7 日(火) 始業式 銀行日

8 日(水) 身体測定（高学年）

9 日(木) 給食開始 一斉登校指導

10 日(金) 身体測定（低学年・フレンズ）

13 日(月) 成人の日

15 日(水) 銀行日 身体測定（中学年）

16 日(木) 防災集会

書き初め展・オープンスクール

（～17 日まで）

20 日(月) 防災集会（予備）

22 日(水) ひとりひとりの持ち味がにじむ美術展

（～26 日まで 総合文化センターにて）

27 日(月) 朝会 委員会

児童会選挙活動(～2 月 1 日まで)

30 日(木) 児童生徒文化発表会

31 日(金) 地区バスケット大会（６年）

3 日（月）児童会役員選挙

12 日（水）一日入学・入学説明会

13 日（木）お別れ遠足（６年）

17 日（月）児童会役員新旧交代式

19 日（水）参観・懇談（低学年）

21 日（金）参観・懇談（高学年）

(書道展 ～2 月 2 日まで)

(なかよし作品展 ～2 月 3 日まで)

総合文化センターにて

冬休み浦風講座１２月２６・２７日（木・金）

今年の浦風講座では、しめ縄作りの他に
も、バスケット教室、とびばこ教室、凧作
り、アイス作りを行いました。

「浦風小学校教育目標」

１． 自分もひとも大事にする子ども

２． 健康で明るい子ども

３． がまん強くやり抜く子ども

４． よく考えるこども

2014 年 新年を迎え、「午
う ま

」の干支にちなんだことわざを集めてみました。

『馬が合う』・・・乗馬に由来することばなのですが、これは、馬と乗り手の呼吸がぴった

り合っている状態のことを言っています。人間関係全般において「馬が合う」

ということは幸いなことだと思います。職場・友達の人間関係で、気が合う・

馬が合う人との出会いはいいですね。合わせていくのも大事なことですね。

『馬には乗ってみよ、人には添うてみよ』・・・何事も経験なくして本当のところはわから

ない。何もしないで無認識な評価や批判をするものではないという意味で

す。実践を重んじつつ、確かな知識の習得に努めるべきであるということで

す。

『馬の耳に念仏』・・・馬に念仏を聞かせてもありがたみがわからないことから、人の意見

や忠告を聞き流すだけで、少しも聞き入れようとしないことのたとえ。

『馬の耳に風／馬耳東風』・・・馬は耳に風を吹きつけても感じないことから、人の意見や

忠告を聞き流し、少しも聞き入れようとしないことのたとえ。

ことわざの意味を調べてみると、昔の人は上手に表現しています。私たちが忘れていること

を教えてくれているようです。他のことわざも調べてみて下さい。

３年１組の新しい担任に寺坂真理先生

が着任されました。よろしくお願いいた

します。


